原著 by 山本,実 et al.
〔千葉室学 54，27~33， 1978J 
C原著〕 Porcine calcitoninのマウスおよびウサギ
における種々の疹痛反応に対する効果
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村山 智*事
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要 旨 
PO主cinecalci toninのマウスおよびウサギにおける種々の疹痛反応に対する効果を観察し， 
morphineの効果と比較検討した。 Porcinecalcitoninは慎j脳室内投与によりマウスの尾根部
への圧刺激による反志，酢酸の腹建内投与2こよる writhingbehaviorおよびウサギの歯語科激
によヲ誘発される lickingreactionのいずれをも黒量鉄存的に抑制した。一方p マウスおよび
ウサギへの静寂内投与およびマウスへの連続皮下投与ではこれらの作用は全く語、められなかっ
た。也のペプタイ Fまたは蛋白である glutathion，bacitracinおよび parotinの側諸室内投与
はマウス加圧法およびウサギ蓄髄親激法により鎮痛効果を示さなかった。註orphineは上記い
ずれの方法でも膳内投与および末槍投与により有意な鎮痛効果を示した。 Porcinecalci tonin 
の鎮痛効果について薬理学上および臨床上の見地から若干の考察を加えた。
玄eywords: Porcine calcitonin，脳内投与，加圧法，酢酸法，歯髄刺草案
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behaviorが著明に持制されたと報告している。今自，
広司 
われわれ泣アミノ酸配列が salmoncalci tonin 10)とは一
Calctonin はブタ，サケ等の甲状線捨出物中tこ見出 部異なる porcinecalci toninを患いて，マウスおよびウ
されたひホルモンで、車清 Ca*低下作用を有し， 化学的 サギにおける種々の疹痛反志に対する効果を検討した。
にほ32留のアミノ酸よりなるべプタイドであることが知
られている2刻。諒床的には種々の病菌による高カノレシ
ウム血症に応用され，その有効性が立証されているム九
実験方法 
また，骨吸収抑制作用をも有し，骨粗葉会症に対する予訪 1. ウサギにおける落癌反志 (Lickingreaction) 
ないしは治療効果に期待がもたれている6，7)。更にこの 体重2.5~3.5kg の雑性ウサギ18匹を使沼し，実験日
疾患に伴ういわやる骨痛に対して， calci toninがすぐれ より 3-5日前に pentobarbitalsodium (40mg!kg i. 
た鎮靖効果を示すことが最近の臨床治験によ予示唆され v.)蘇酔下に次の手衝を行った。すなわち，下顎切歯に 
ている6，8)0 F'91レで穴をあげ剰接思双橿同心丹電極を剥入し，デン
一方，動物実験において calcitoninの骨霜緩解作用 タルセメントおよび糸で蓄に冨定した。童髄には電子管
を証明しようとする試みは現在までのところなされてい 事j激装置(主主SE-3R，日本光電) より isolatingunit 
ないが， Pecileらのは最近 salmoncalcitoninをウサ (MSE-J立， 宮本元霞〉 を介して 60Hz，O.5msec，3.-
ギの脳室内に投与すると，歯髄電気蒋激による licking 5Vの矩形波をもって最高3秒爵科教した。痛み反志
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は喪む，舌なめずりをする，顔をそらす，首を振るなど
の行動(licking宝eaction)を指標とした。醤髄刺激の欝
誼変化はYimら11)および酒井らゆの方法に準じて判定
した。すなわち，刺激電圧を粂々に上昇させ痛み反誌が
生じた時， 30秒後に再度開ー強度の騨激を行ない，再び
痛み反忘をひきおこす電圧植を関鑑電圧とした。各刺醸
の間揺は最低20秒とした。薬物投与後15，30，60および 
90分に民じ操作をくり返し，関値の20弘幅でJFIj激震圧を
増大させ，露f亘の変動を認定した。 
2. マウスにおける薙護反Jo
体重22"，"，， 28gの誰性 ICRマウスを襲用した。薬物は
脳内および静脈内投与の場合実験の10分前に，皮下投与
の場合実験の30分前にそれぞれ投与した。 
2-1 Haffner法 
Takagiら13)の方法に従い，動訴クレンメを用いて約 
500gの定圧刺激をマウス是枝部に加え， 刺激部位への
かみつきを指標として鎮痛効果の有無を判定した。ま
た，脳内投与の場合は投与産後から30分間，動物の行動
も観察した。 
2-2 却圧法
マウスの尾根部iこ圧刺激を却え，時鳴または刺激部金
への噛みつきを指擦として刺激闘謹を求めた。圧鵜激に
はむgoBasile社製加圧装置を用い，予め， 200-400g 
以下の耕激に反応する動物を選び，薬物投与後の落痛蔚
激闘誼を経時的に測定した。 
2-3 酢酸法
マウスに0.6%詐酸接液を 10ml/kgの蔀合で腹腔内投
与し，投与後5分から10分間の writhingbehaviorの
発現頻度を計算した。 
3. 使用薬物 
Armour社製 porcinecalcitonin粉末 (Lot. No. 
K 693060，活性:127 MRC U/mg)および1パイアル
中160M豆Cむ(以下 MRCUを単に U と路す〉を含宥
する諌結乾燥品 (batchNo. VK 0701)を用いた。前者
は用時 PH4.6の acetatebu五er中に溶解させ静脈内
または膳内投与の実験に， また後者はArmour社製 
gelatin溶解援に吊時溶解させ皮下投与の実験にそれぞ
れ使用した。対照薬として morphinehydrochloride(田
辺製薬)を用いた。その抱 parotin(帝霞臓器)， ba-
citracin (SIGMA)および glutathion(出之拘製薬)
を使用した。これらの蛋白質およびペプタイドはそれ
ぞれ calcitoninおよび morphineと同擦に acetate
凶 fferに溶解し， 脳内投与の実験に供した。薬物の膳
内投与は， マウスの場合 Harleyの方法14)に従い 0.5 
m l/kgの液量で， またウサギの場合 Sawyerら15)の騒
匿譜に従って餐j脳室 (AP:0，L: 4，V: +6-十5)内
にあらかじめ槙込んだ外径0.6mmの guidecanulaeを
合してlOplの技量で、それぞれ注入した。
実験結果 
1. ウサギにおける落痛京応 (Lickingreaction) 
a. 脳室内投与
麟室内1をウサギの長pH 4.6)主，e宜(acetatebu搭援 
に投与すると，投与直後に幾分調値が上昇する鎮向がみ
られたが，統計学的に右意な変化ではなかった。これに
対して calcitonin 8および 17U/kgを投与した場合に
は，信体によるばらつきは大きかったが，いずれの伊jで
も関笹の上昇が認められ，特に 8U/kg投与後90分およ
び17U/kg投与後30，45，60および90分において統計学
的に有意な爵盤上昇が観察されたσ また morphine12 
pg/kgを蕗室内投与すると，直後より著明な関盤上昇が
みられ，効果は60分以上持続したくTable1)。 
Glutathion，bacitracinおよび parotinをそれぞれ 
calcitonin 100U !kg ~こ相当する用量すなわち 0.83mg/ 
kg宛ウサギの諮内に投与して検討した。 Table1 ~こ示
したよう R:，これちの処置によ担ウサギの疹痛反応発現
欝笹は有意な影響を受けなかった。 
b. 椎骨動E車内投与および静脈内投与 
Calcitonin20U /kgを椎骨動脈留量カテーテルを介し
て投与したところ， 8ないし28%の闇値上昇がみられた
がいずれも統苦学的に有意会変犯ではなかった。さら
に， calcitonin (7.5，15，50 U/kg)を耳静脈内投与し
でも関笹には何ら彰響をおよぼさず， calcitoninはこれ
らの投与経路では無効と判新された。一方，対累として
用いた morphineは Table1にみられるように， 工お
よび2mg/kgの静課内投与により用量依存的な関値上
昇を示し，効果は90分後でも語、められた。 
2. マウスにおける窪痕反応
 
2-1 Haffner法
 
a. 脳内投与
マウス路内記生理食塩液あるいは p百 4.6の acetate 
bu百erを0.5ml/kgの割合で投与すると，投与直後から
数分間にわた予疾走などの興奮状態を示す例がまれにみ
られた， 10分後には行動は投与前の状態記回復し，クレ
ンメによる圧弱激に対して40匹中全例が悲痛反~を示し
た。これに対して morphine投与群において， 1mg/ 
kg以上の投与量では投与亘後に間代性および強宜d往症
撃を示し死亡する挺がみられ，また 300pg!kgの投与量
でも疾走，跳躍などの著しい興奮状態を呈する例が多か
った。そこで，比較的投与産後の行動変化が少なしか
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Table 1.	 Effect of calcitonin and morphine on the licking reaction elicited by 
electrical stimulation of the tooth pulp in rabbits 
Increase in tooth pulp threshold (%)Dose No.ofDrug Route 	 Time (min)(per kg animals 
body weight) 15 30 45 60 90 
Vehicle 
(acetate buger) i.vent. 6 11:15 7:12 8土 4 6土 2 む土 2 
Morphine 
Calcitonin 
Calcitonin 
Glutathion 
Bacitracin 
Parotin 
Vehicle (saline) 
Morphine 
h主orphine 
Calcitonin 
Calcitonin 
12 ug 
8 MRC U 
17 MRC U 
0.83 mg 
0.83 mg 
0.83 mg 
1mg 
2mg 
20 MRC U 
7.5 MRC U 
i.vent. 
1. vent. 
i. vent. 
i.vent. 
1. vent. 
i. vent. 
1. V. 
1. V. 
1. V. 
1. a. 
1. V.
333333633333
200土41*本 
o 
46士28 
11:15 
24土 11 
11:15 
4土 2 
35士25 
125:t75 
19土 7 
4士 1 
260士67本牢 
46土29 
67:136* 
8:13 
4土 2 
4:12 
5土 1 
35:125 
176:t89宇 
28土11 
3土工 
3 
3 
10牢牢 
74** 
7 
1 
193土73本 178:161*ネ 237:1150 
32士24 26:120 25:1 8本本 
58土27牢 66土14本車 42士 13事 
7:14 O:t2 6土 3 
4士 2 4:t2 4土 2 
4土 2 6土 3 6士 
2土 1 0士 2 O:t 
29:t1卒事 30:t10ヰ* 20土 
216土96半*190土76牢* 193土 
8:1 6 17:t7 19:t 
O:t0 0土 2 0土 
Calcitonin 15 MRC U 1. V. 4土 1 5:t1 2:t1 2:11 2土 1 
Calcitonin 50 MRC U 1. V. 3 7:t2 8:t4 2土 1 2:t1 2:t 1 
牢 ネ本p<0.05， pく0.01 
Table 2. E宜ectof morphine and calcitonin given peripherally on pain 
responses to (A) the application of artery clip to the tail 
(五a宜ner'smethod) and (B) writhing behavior of mice. 
Drug 
Dose 
(per kg 
body weight) 
Route (A) Haffnes's 主ethoda) (B) Writhingめ 
rn会臼初十 vNMQ EVA-k川凶「 
emr
・宅 
A 紅
1mg 
10 U 
100 U 
1. V. 
1. V. 
1. V. 
1. V. 
0/20 
4/6 
0/6 
0/6 
98.3:t6.7 
24.8:t1.3料 
90.8:t6.1 
89.5:t7.7 
VehicleC ) s. c. 0/10 86.4士7.3 
CalcitoninC ) 1 U (daily) s. c. 0/10 79.5:t5.6 
10 U (daily) s. c. 0/10 92.3土4.8 
100 U (daily) s. c. 0/10 110.8:t9.4 
a) Numbers of mice which did not respond to the stimuH/numbers of mice used. 
b) Counts per 10 min (mean士s.e.). For each dosages level 4 to 6 groups of 4 
mice were used. 
c) The drug or vehicle was s. c. given for successive 7 days. The last dose of 
the drug or vehicle was given 30 min before the experiments. 
つ10分後には行動がほぼ投与前の状態に回復する 30pg/ 投与した群において， 200Ujkg以上の投与量では投与
kgを最高投与量として以下の検討を行った。すなわち， の直後から疾走，跳羅がみられ，強直性窪撃による死亡
morphine投与の10分後にクレンメによる圧剥激を尾根 も5例中 2併に観察された。 60Ujkg以下の投与量で
部に加えたところ， 3，10および30pgjkgの用量範醤で は，マウスの行動は溶媒投与群のそれと変らなかった。
明らかに用量依春的な鎮痛効果がみられ， 30分後でもそ クレンメによる悲痛反応は10，30および60U/kgの範囲
の効果はほとんど減弱しなかった。一方， calcitoninを で居量扶存的に抑制されたが，その効果の持続は mo・
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rphineの場合に詑較しやや短かかった。 〈 由  
h. 静那内投与および皮下投与 
Morphineは 1mg/kgの静寂内投与により，マウス
の尾部圧剥激に基づく疹霜反~を有意に抑制したが， 
calcitoninは10あるいは100む/kgを静脈内投与しても
マウスに対する鎮痛効果は認められなかった (Table 
2)。さらに， calcitoninをし おおよび1∞U/kgの用
量で 1日1 @l7日関連続皮下投与し，最終投与の 30分
後に Haffner法により鎮痛効果の脊燕を検計した。 
Table 2 にみられるよう ~C ， calcitonin辻鎮痛効果を
示さなかった。
2-2 加圧法
マウスの膳内に morphineあるいは calcitoninを投
与したときの悲痛反応の持制効果およびその持続時間を
加圧法により検討した。 Fig.1・A~こ示したように訟0・
1000 
800 
)a
，d o - -
田凶  
EZ
↑ 
BEFORE 10 20 30 毛D 
TI例主 AFτER ADMINISτ畏ATlON(門I封} 
Fig. 2. E証ectof glutathion (0)，bacitracin 
〈・)aud parotin (x)applied int-
racerebrally on the pain threshold 
against pressure stimuli on the tail 
of mice. 
The values are mean土s.e. obtained 
from 10-12mice. 
rphineは0.3pg/kgの諮内設与後 10分に有意な鎮嘉効
果を示したが， 20分には薬物投与前の状態に司復した。
投与量を 3および30μg/kgと増量するにつれて，霧癌反
応を惹起せしめるに要する欝値正は上昇し，この効果は 
60分以上持続した。一方， calcitoninで泣10U/kgを脳
内投与した場合には投与後 20分まで，またおおよび60 
600 上昇がみられた (Fig.1-B)。Z
ZH
次に，マウスの脳内に他のペプタイドあるいは蛋白質
を投与したときの疹痛反応に対する影響をみる巨的で， 
400 
200 
glutathion，bacitracinならびに parotinをそれぞれ 
5正FORξ 10 20 30 60 calcitonin 100U/kgに相当する用量すなわち0.83mg/kg
TIME AFTER ADMI対1STRATlON (MI終) 宛マウスの舗内に投与して検討した。 Fig. 2に示した
Fig. 1・A.	 ように，これらの短量によ予マウスの疹痛反~発現関植
は有意な影響を受けず，またマウスの行動に対しでも著
1000 
しい影響は観察されなかった。 
800 2-3 酢鼓法 
JCZ
(盟〉白」己 
師 山 富 	  
(坦)白 
日 一 定  
U/kgではそれぞれ投与後30分まで正艇激麗誼の有意な
a. 脳内投与
600 
脳内に投与した calcitoninがマウスの尾部の圧刺激
に対する応答性を減弱させることがわかったので，更に
別謹の反応つまり酢接投与による writhingbehavior 
に対しても抑制効果があるかどうかを検討した。 Table 
3に示したように，対照薬の morphiner主3および 
10μg/kgの脳内投与で宥意に writhingbehaviorの回
数を減少させた。関様の変化は calcitonin 10および 
30U/kgの脳内投与でも認められた。以上の結果より 
calcitoninはこれらの用量を脳内投与すると，マウスの
尾部圧刺激による落痛反応および酢酸投与による wr-
ithing behaviorの両者を持制することが明らかとなっ 
た。
Z
ト 主00
200 
主FORE	 10 20 30 60 
TIME AFTER ADMINISτRATIO詩 (MI詩} 
Fig. 1・B. 
Fig. 1.	 E宜ectof morphine and calcitonin 
applied intracerebrally on the pain 
threshold against pressure stimuli 
on the tail of mice. 
A: morphine，B: calcitonin 
The values are mean土s.e. obtained 。 宅
from 10-12 mice. 静脹内投与および皮下投与*Signi五cantp<0.05，vs. vehicle. 
*Signi五cantpく0.02，vs. vehicle. Morphineは1mg/kgの静腺内投与によ予，マウス
**Signi五cantp<O.Ol，vs. vehicle. の詐酸投与による writhingbehaviorの回数を有意に
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Table 3. Effect of morphine and calcitonin applied intracerebrally 
on writhing behavior of mice. 
、 ミ ， ， ，  
l a-Jm
cou n 
・1
晶 吋引
Dose 、 ' ，  
No.of /gz
W
、 Drug (per kg .噌目盟expenment 出
rJ
p
he
VL
託 
body weight) 
ね札制 8466686宅 よ
79.6:t5.8 
68.3:!:7.8 
39.6:!:5.8料 
28.5:t4.7キキ 
72.8土9.4 
58.7土6.5申 
32.5士8.6牢事 
1μgだ
k eh
e 
τ1
・ 
1口
比可制‘ 
3μg 
10μg 
Calcitonin 3U 
10U 
30 U 
a) The drugs were intrace主ebrally10min before application of 0.6% acetic acid. 
For each experiment，groups of 4 mice were used. 
本 Signi五cantp<0.05，vs. vehicle. 
抑制したが， calci toninは10あるいはおOU/kgを静脈
内記投与してもマウスに対する鎮痛効果は認められなか
った (Table2). さらに， calci toninをし 10および 
100U/kgの用量で 1日1@]7!3関連続皮下投与し，最
終投与の30分後に酢酸法により鎮痛効果の有無を検討し
た。 Table2にみられるように， calci toninは鎮療効
果を示さなかった。
考 察 
Calcitoninの鎮靖効果を議討した薬理学的所見は少
なく，わずかに Pecileらのの報告があるにすぎない。
本実験において porcinecalci toninの脳内投与は Pecile 
~9)が salmon calci toninで得た結果と同様，ウサギ歯
髄電気刺激による lickingreactionの罰値電圧を上昇
させ，その効果の発現は投与後15.，30分と比較的速く，
しかもその作用は90分以上持続した。また 8，17U/kg 
と用量を増すと効果も増大した。 Pecileらのは sahnon 
calci tonin 8 U /kgをウサギの脳室内に投与すると 10分
後から関値が上昇し，その効果はしだいに増加し，投与
後初分には最大とな孔 120分以上持続したこと，さら
にまた 8，16U/kgと用量を増すと効果も増大したと報
告している。 Salmoncalcitoninを用いた役ちの成績は 
porcine calci toninを用いた今回のわれわれの成讃と本
実的によく一致するものと考えられる。効力の点からい
うと， calci tonin 17 U /kgを脳室内投与した場合の勢力
は morphine 1 mg/kgを静脈内投与した場合の効力記
匹鼓していた。一方， calci toninを誰骨動脈 (20U/kg)
あるいは静E車内 (7.5.，50U/kg)に投与しても麗笹電圧
に影響試みられなかったが，これはポリペプタイ Fであ
る calcitonin (分子量約3600)が血液脳関門を遥過しに
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くいためと思われる。なお，ウサギの歯髄刺激により誘
発される lickingreaction ~こ対する morphine の有効
用量は語井ら12)~こよれば、 0.3 ......， 10mg/kg i.v.とされて
いる。本実験においても 1あるいは 2mg/kgの静脈内
投与により薯明な関盤上昇がみられ，酒井らの結果12)と
一致した。またウサギに morphine40μgを脳室内投与
すると800%の関誼上昇がみられたという報告が島る問。
本実験において morphine12μg/kgの脳室内投与は約 
200%の関笹上昇をひきおこした。 これらのウサギ歯
髄鵜激により誘発される licking reaction ~こ対する 
calcitoninの効果はマウスの各種落痛皮応，すなわち 
Haffner法，加圧法， 酢酸法における calcitoninの効
果と本震的に一致していた。すなわち，いずれの方法で
も calcitoninを脳内投与するとほぼ同じ用量範囲で用
量依存的に鎮痛効果を示すが，静H*内投与および連続皮
下投与で辻これらの作用は認められなかった。しかし，
対照薬として用いた mo主phine は上記のいずれの方法
でも脳内投与および静脈内投与によ野有意な鎮痛効果を
示した。 
Calcitoninは32倍のアミノ酸よりなるポヲペプタイ
ドであるが，本実験で 8U/kgすなわち約67pg/kgの脳
内投与で持続的な鎮癌効果を示すことが明らかにされ
た。そこで calcitoninの効果の特異性をみる目的で誌
のベプタイドあるいは蛋岳質を脳内投与したときの落痛
反応に対する影響を検討した。すなわち， glutathion， 
bacitracinあるいは parotinをそれぞれ calcitonin投
与量よりも多い用量すなわち calcitonin100 U/均に相
当する830μg/kgをマウスおよびウサギの舗内に投与し，
疹痛反応を観察した。しかし，これらの薬物はウサギお
よびマウスの悲痛反応発現に対し何んら持制的な彰響を
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およぼさなかった。これは脳拘に投与された高分子の
ポリペプタイドあるい詰蛋自質であるこれらの物費と 
calcitoninとの作用の差を示すものであ!)， calci tonin 
の特異的金鎮痛作用を強く示唆する結果と考えられる。
本実験記おいて morphineの鎮菊作用と比較しつつ
脳内投与した calcitoninの鎮嘉勢果が確かめられたが，
最近 morphineが Caを介してその効果を発揮すると
の報告もなされている17)。すなわち Cardenasらめは
お orphine sulfateをラットの腹握内へ投与すると脳内
各部位の Ca含有量が抵下すると述べている。一方， 
calcitoninの舗内 Ca含有量におよぼす影響について
の報告はみられないが， calci toninが皐清 Ca議下作患
をもっということり〉はよく知られている。しかし， 
morphineの場合と異り， calci toninはウサギ溜室内投
与により投与後数分から行動上の蕃ちつきのえとさおよび
昌発脳波の覚翠化をそれぞれ示した。これは中認神経に
おける morphineとの作用態度の明らかな相違を示す
ものと考えられる∞。 
Calcitoninの骨粗悪症の疹癌改善効果の機浮はなお
不明であるが，中軽性の鎮痛効果および骨代謝状態の改
善という可能性がある。臨床において， calci toninの持
続的車中濃度の維持が 40U遅 2屈という投与方法では
充分でないと考えられ，この点を重視すれば一過性鎮痛
作用しか期待しえないと考えられる。しかし calcitonin
は持続的鎮痛効果を発揮するとの臨床報告が多い。さら
に calcitoninが血液諮関門を通過するかどうか， また
脳内に receptorが存在するかどうかも不明である。こ
れらの点から考えれば calcitoninは骨代窮状襲を改善
する一つの要国として作用し，その治癌過程において鎮
痛作沼が生じているという可能性も充分に考えられる。
蕗内投与された calcitoninは本実験において動物の疹
痛反応を持制したが，現段階においてはいわゆる骨痛の
存在の有無またその発現機芹が不明であるので， calci-
toninの骨痛改善に対する作用機序の考察には一層の検
討が必要と考えられる。
稿を終るに臨み，実験に譲力をいただいた森w早富民
に深甚なる謝意を表します。 
Summary 
Analgesic e宣ectsof porcine calcitonin applied 
into the lateral cerebral ventric1e (iふ v.)，femo-
ral vein or under the skin were investigated in 
mice and rabbits. When injected into the late-
ral ventricle of mice，10 to 60 MまCU calci ton-
in/kg gave rise to a dose-dependent analgesia in 
mice'‘ by means of either Ha在ner'smethod，pres-
sure method，or counting acetic-acid induced 
writhing episodes. The duration of the action 
was 20 min (10 MRC Ujl王g)to 30 min (30 and 
60 MRC U /kg) by the pressure method. Mor-
phine produced analgesia which lasted for 10 
min (0.3μgjkg) to 60 min (3 and 30 pg/kg) by 
the pressure method. Intravenous or successive 
subcutaneous application of calcitonin，on the 
othe主 hand，eHcited no analgesic action in doses 
between 1 and 100詰 RCUjkg. Behavioral pain 
responses to electrical stimulation of the tooth 
pulp of rabbits were suppressed dose-dependently 
by i.c.v. calcitonin of 8 and 17 MRC Ujkg，but 
not by intravenous injection of 7.5 to 50 MRC 
U /kg. The duration of the action of i.c.v. cal・ 
citonin was over 90 min by this method. Mo主-
phine p主oducedanalgesia lasting for 60 min (12 
pg/kg i.c.v.) to over 90 min (1 and 2mgjkg i.v.). 
Other peptides or protein，i.e. glutathion，bacit-
racin aild parotin，showed no influence on anal-
gesic behavioral responses. The analgesic e宜ects 
of porcine calcitonin were discussed from phar-
macological and clinical points of view. 
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